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咲かせよう あなたの心に 人権の花 

２０２３年（令和５年度） 第５９号（３） 

船穂地区社会福祉協議会との共催で、恒例の「ふれあいグラウンド・ゴルフ大会」を開催しました。今

年は参加者も多く、小学生 14 名・中学生５名を含む老若男女 58 名が 11 班に分かれプレーを楽しみまし

た。各班、和やかな雰囲気でゲームは進み、スーパーショットが出る度に歓声と拍手が上がっていました。

また、大人顔負けのプレーをする小学生もいて、最終集計が出るまでワクワクドキドキの楽しいひととき

を過ごしました。今年初めて参加した人から、来年もぜひ参加したいという声も聞かれました。 

虫明 さとみ さん 
 

むしあけ    

ヒカリカナタ基金理事長の竹内さんには、点字ブロック

は、岡山が発祥の地であり、その上に物を置かれると、と

ても困るということや、介助者の右肘に手を添えると移動

しやすいということを、代表生徒との実践を交えて教えて

いただきました。また、自身の生い立ちや体験を振り返り

ながら、生徒たちには、今の自分であることを幸せだと思

い、周りの人たちを幸せにするような人に育ってほしいと

いうこと、明けない夜はないように、辛いことがあっても

必ず良いことがあるので、何があっても前向きに生きてほ

しいということを熱く語られました。 

咲かせよう あなたの心に 人権の花 

公益社団法人 倉敷観光コンベンションビューロー 

イベント推進課 主幹  山下
やました

 達史
た つ し

 さん 
 

航空業界に詳しい山下達史さん、航空機の整備士であ

る佐藤哲平さん、日本航空の営業担当である緒賀遥さん

からご講演をいただきました。 

5・6 年生児童と保護者が参加し、多文化理解、男女

共生社会、SDGｓなどについて学びました。また、それ

ぞれのお仕事の様子を聞く中で、真剣に向き合うことの

大切さについて学びました。すべてはお客様の喜ぶ顔の

ためという姿勢に感銘を受けました。 

 

 心に残ったのは、「一番してはならないことは、『嘘をつくこと』

ちょっとした自分のミスでも、ごまかそうとすると、多くの命を奪い

かねない」ということでした。華やかにみえる空の仕事ですが、命に

関わる業務もあり、厳しさについても教えていただきました。夢を持

つこと、そして真剣に今を生きることの大切さを胸に前進してほしい

と思いました。 

 

11 月 8 日（水）に、たんぽぽ助産院の院長

で助産師でもある虫明さとみさんをお迎えし

て、「子どもの自己肯定感を育む親の役割」と

題して、保護者の方を対象に PTA人権教育講演

会を開催しました。 

虫明さんの子育ての楽しいエピソードとと

もに、子どもの自尊心を大切にしながら関わる

ことの大切さを教えていただきました。 

ヒカリカナタ基金 理事長  竹内
たけうち

 昌彦
まさひこ

 さん 
 

船穂‣高梁川河川敷 グラウンド・ゴルフ場 

また、子どもとの「ハグ」をしっかりすることで、子ども自身が

大切にされていると感じられること、また、親自身も頑張っている

自分を「セルフハグ」することで、自分自身も肯定しましょう、と

励ましていただき、実践してみようという保護者の感想が多く寄せ

られました。 

 

たんぽぽ助産院 院長・助産師  

２０２３年（令和５年度） 第５９号（２） 


